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はじめに 
 近年、磁気抵抗素子に直流電流を印加した際に生じるマイクロ波発振や、高周波電流を印加した際に生じ

る整流効果が注目を集めており、チップ間無線通信など各種応用が期待されている。我々は、FeCo-AlOx NOL
中に強磁性メタルナノコンタクトを有する Nano-Contacts-Magnetoresistance (NCMR) を用いた高周波無線伝

送の実現を目指している[1]。本研究では NCMR によるマイクロ波発振器と電磁界共鳴アンテナを用いた無線

伝送について報告する。 
実験方法 
NCMR マイクロ波発振器の膜構成は、熱酸化 Si 基板(Si(100)/SiO2 200nm)/Ta 5/Cu 200/Ta 40/Ru 2/FeCo 15/Al 
1.3/IAO 20sec/A l 0.3/Fe0.5Co0.5 2.4/IrMn 7/Cu 10/Ru 10 (nm)である。直流電流印加によるマイクロ波発振をスペ

クトラムアナライザで測定し、電磁界共鳴アンテナの特性をネットワークアナライザで測定した。さらに、 
直流電流により励起されたマイクロ波発振を電磁界アンテナに導入し、スペクトラムアナライザで伝送特性

を評価した。電磁界共鳴アンテナは共鳴周波数を 1GHz にもつ直径 9mmφのλ/4 共振アンテナを作製した。 
実験結果 
Fig.1 に、本実験で用いたアンテナの伝送特性を示す。1GHz 近傍で帯域 0.31GHz、最大伝送効率-0.91dB(81%)
の特性が得られている。Fig.2 にアンテナで無線伝送した場合の発振スペクトルを示す。無線伝送前は出力

41.9nW、線幅 5.6MHz、Q 値 188 の発振が、無線伝送後、出力 5.18nW と伝送前の 12%に低下しており、アン

テナの伝送効率より低下している。ネットワークアナライザの理想的なスペクトルと比べてマイクロ波発振

の Q 値が低いことが影響しているものと考えられる。 
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